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～ 町民のみなさまへ ～
平成24年10月１日から、課の配置変更を実施しました。政策の速やかな実

現を図るために新たなセクション、農林業専門の相談窓口を設置しました。
これからもさらなる行政サービス、町政運営に努力してまいります。

役
場
が
変
わ
り
ま
し
た

ここが変わりました！
新しいカウンター、椅子
には、高森町産の木材を
１００％使用。また、役場
に入って来られた方が目的
の場所が一目でわかるよう
に大きな字で課名・係名を
柱に記入しました。

ここが変わりました！
町民のみなさまと直接接
する窓口。いままで以上に
対話をしやすくするため、
カウンターを低くしました。
お年寄りにもやさしい作り
に誰でも相談をしやすい環
境にしました。
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高森総合センター１階に
農林業相談窓口
（農林政策課内） を設置しました

高森町では、魅力ある・安定した農林業を実現するため、農林業の皆さんの様々な相談に対応で
きるよう本年４月から「農業専門員」を設置しています。
さらに、10月１日より農林政策課（農業委員会を含む。）
を高森総合センター１階に配置し、農林業の皆さんがお気軽
にお立ち寄りいただけるように体制を整えました。
農業相談員は、農林業に関する各種の相談に対応するとと

もに、必要に応じて地域振興局や各種関係機関・団体と連携
協力しながら、専門的かつ総合的支援を行いますので、どう
ぞご利用下さい。

〈相談窓口位置図〉
高森総合センター１階

玄関を入ってすぐ左です。

ココです高森総合センター

Ｑ 例えば、どんな相談や支援ができるの？
Ａ 主に下記のような相談をお受けします
・農産物の栽培、飼養管理に関すること
・農林業の経営に関すること
・新規就農・担い手支援に関すること
・各種の農業制度資金に関すること
・農地の斡旋・紹介、
貸借及び集積に関すること

※この他にも農林業に関するご相談がございましたらお
気軽にお声掛けください。農業専門相談員 井芹 太一
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【10月１日から施行されています】
障害者虐待防止法は（正式には「障害者虐待の防止、障害者の養護者に対する支援等に関する法

律」）は、虐待によって障害者の権利や尊厳がおびやかされることを防ぐ法律です。
障害がある人で、障害や社会的障壁によって、継続的に日常生活又は社会生活に相当な制限を受

けている人が対象となります。

【障害者虐待の種類】
障害者虐待防止法では、虐待を以下の３種類に分けています。
（１）養護者による障害者虐待
（２）障害福祉施設従事者による障害者虐待
（３）使用者による障害者虐待

※障害者虐待に該当する行為として、身体的虐待、性的虐待、心
理的虐待、放棄・放任（ネグレクト）、経済的虐待があります。

【通報義務】
障害者虐待に気づいた人には、市町村の窓口への通報義務があります。地域ぐるみの早めの対応

や支援が、虐待されている障害者だけでなく、虐待している家族などがかかえる問題の解決にもつ
ながりますので、御協力をお願いします。

障害者虐待防止法が施行されました

阿蘇世界文化遺産リレーコラム第２回は、阿蘇市から「北外輪山からの眺望」についてのご紹介です。

北外輪山から望む阿蘇の景観は、前方を見渡せば阿蘇五岳がそびえたち、左右に標高差300～500ｍの雄
大なカルデラ壁が連なります。今の季節にはいくつかの条件が揃えば雲海を見る事ができ、雲海の上に横た
わる涅槃像の姿は阿蘇に住むわたしたちが見ても感動を覚えます。また、眼下には阿蘇谷の田園風景が広が
り、なかでも田植え後の水田は一面が鏡のように光り輝き、平地では水を張った水田に映る「逆さ涅槃像」
が現れます。そのまわりに目を移せば、人々の維持管理によって守られてきた広大な草地景観が広がり、阿
蘇の雄大さを改めて感じる事ができます。
このすばらしい景観の全てが、人々と自然が造り出す『文化的景観』であ
り、阿蘇ならではの風景そのものです。
世界文化遺産に登録されるには、いつの時代に誰が見ても素晴らしいと思
える価値があり、さらにその価値を将来に亘って守っていく事が条件となり
ます。この阿蘇のすばらしい『文化的景観』を、阿蘇に暮らすわたしたちの
手で守り続けていきましょう。

◆次回は、南小国町の「わがまち自慢の世界遺産」についてご紹介します！

阿阿蘇世界文化遺産リレーコラム阿蘇世界文化遺産リレーコラム ～わがまち自慢の世界遺産～～わがまち自慢の世界遺産～

コラム第２回 北外輪山からの眺望 担当：阿蘇市
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近年，貴金属などの購入業者による消費者宅への強引な押し買い（訪問購入）に関するトラブル
が急増しています。

■お問い合わせ先 高森町役場 政策推進課 消費者行政担当係（内線152）
法テラス高森法律事務所 TEL050-3383-0469

押し買いなどの被害が増えていることを受けて，法律（特定商取引法）が改正されました。
改正された法律では，訪問買取の場合について，訪問業者は不当な勧誘行為などをしてはいけな

いということ，訪問業者が売主に契約書などを渡さなければならないこと，契約書などを受け取っ
てから８日間は，訪問業者に物品を渡さなくてもよいことなどが定められています。また，その期
間内（８日間）は，クーリング・オフによる解約が認められています。
この法律は平成25年２月までに施行されることになっています。施行までに駆け込み被害が増え

たり，施行後も悪質な業者が現れることがありますので，ご注意ください。
次回はクーリング・オフについて

法律が改正されました！

自宅を訪問した業者から「不要な貴金属を買い取ります」と言われ，い
くらで売れるのかと思い，大切にしていた指輪を見せました。業者は，
その場で「５万円で買い取ります」と言って，すぐに買い取ってしまい
ました。とても大切にしていた指輪なので何とか取り返したいと思い，
業者の電話番号に連絡をしたのですが，使われていないというメッセー
ジが流れて，連絡すらとれません。

１ きっぱりと断りましょう
売るつもりがないときはきっぱりと断りましょう。

２ 一人では応対しないようにしましょう
家族や信頼できる近所の人に同席してもらいましょう。

３ 相手を確認しましょう
相手の名前，住所，電話番号や買取の許可証などの提示を求めましょう。

４ 買取条件などの書面をもらいましょう
買い取りの条件や物品の一覧をつくってもらい，控えを受け取りましょう。

５ 警察や役場などに相談しましょう
業者から脅されたり，怖い思いをしたときはすぐに相談しましょう。

被害に遭わないために！

押し買押し買いいににご注意ご注意くださいください！！
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お問い合わせは、高ＳＰＯ事務局 62-2991までご連絡ください。

だだだ よよ りり

高森町民体育館をメイン会場に、色々なところ
からたくさんの方に参加していただきました。
天気にも恵まれ、ウォーキング日和となりまし

た。

秋が近付く根子岳や高森の様子を楽しんでいただけたのではないかと思
います。コースの途中には、地域の方の協力で、つるのこいもや漬物など
の振る舞いもしていただき、大好評でした。

お手伝いをしてくださった方々、参加して
くださった方々、イベントに携った全てのみ
なさんに感謝申し上げます。
本当にありがとうございました。

これからも、このようなイベントを開催しますので、みなさんの参加をお待ちしています。

☆ 高ＳＰＯイベントが開催されました ☆
10月８日（月）に、ＡＳＯたかもり
健康ウォーキング大会が行われました。

なお、写真は島田史郎さんをはじめ、参加者の方や高
ＳＰＯ運営委員会の方に提供していただきました。
ありがとうございました。

協賛してくださった方々

高森町商工会様、高森町観光協会様、
釈 若錫錫錫錫錫錫錫錫 釈 若錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫

六花亭様、らくだ山様、高森寮様、
釈 若錫錫錫錫 釈 若錫錫錫錫錫錫 釈 若錫錫錫錫

モンペシェミニヨン様、だいこんや様、
釈 若錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫 釈 若錫錫錫錫錫錫錫

ブルーグラス様、田代スポーツ様、
釈 若錫錫錫錫錫錫錫錫 釈 若錫錫錫錫錫錫錫錫

山村酒造様、豊前屋様、休暇村南阿蘇様、
釈 若錫錫錫錫錫錫 釈 若錫錫錫錫 釈 若錫錫錫錫錫錫錫錫

武田製菓様、ヤクルト販売店様、
釈 若錫錫錫錫錫錫 釈 若錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫

高森町食生活改善推進員連絡協議会様
釈 若錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫

ありがとうございました。
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口座番号種別支店名金融機関
1316172普通内牧肥後銀行
3008481普通阿蘇熊本ファミリー銀行
01750-1-
122196ゆうちょ銀行

0101758阿蘇町
中央支所阿蘇農業協同組合

0094459普通大津熊本第一信用金庫

オリジナル・定期預金オリジナル・ワオンカードオリジナル・Quoカード

・2012年熊本第一信用金庫が取扱
開始

・金利が当金庫基準金利の２倍に。
・手数料の一部から草原募金へ寄付。
・詳しくは同金庫へ（Tel.096-
355-6111）

・2011年３月取扱い開始、チャー
ジして繰り返し利用できます。
・イオングループ店などで取扱い
（１枚300円）
・イオンのお店や提携店などグルー
プ加盟店で利用できます。
・カード利用高の0.1％が草原募金
へ寄付されます。
・初年度約60万円寄付ありました。

・2012年６月取扱い開始、全国共
通プリペイドカード
・県内は阿蘇グリーンストック（阿
蘇市）、県民百貨店、熊日プレイ
ガイド（以上熊本市）で取扱い。
・利用額500円分（１枚530円）
・１枚当り５円が草原募金へ寄付。
・コンビニ、他で利用できます。
・ギフトやプレゼントにもどうぞ。
発行：2012/10 阿蘇草原再生募金事務局 TEL0967-35-1110 熊本県阿蘇市的石1537（公財）阿蘇グリーンストック内

こんな方法でのご協力もあります

阿蘇草原再生募金の方法
① 次の金融機関に送金。
受取人名欄には
「阿蘇草原再生募金事務局
阿蘇グリーンストック」を記入下さい。

阿蘇の草原を次世代の子どもたちへ！

阿蘇草原再生募金にご協力お願いします
……阿蘇地域から発信！ 県内外へ大きく広げましょう……

串

脅

胸

興

恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭

狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂

教
教
教
教
教
教
教

橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋阿蘇草原再生

② 阿蘇草原再生募金箱へ
阿蘇地域の行政や観光・食事・展示などの各協力
施設など、県内外で約150ヶ所に設置。
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大
戸
の
口
に
は
、
昭
和
三
十
年
代
頃
ま
で

た
だ
一
軒
の
屋
敷
が
あ
り
ま
し
た
。
通
称

「
峠
ん
小
屋
」
と
呼
ば
れ
、
国
道
が
開
通
す

る
ま
で
は
、
上
色
見
洗
川
よ
り
坂
道
を
登
り

上
が
り
、「
峰
の
宿
」
そ
し
て
「
河
原
」
へ

と
交
差
す
る
、
す
な
わ
ち
宮
崎
県
そ
し
て
大

分
県
へ
の
交
通
の
要
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

屋
敷
前
を
行
き
か
う
人
達
の
、
休
息
の
場
所

で
も
あ
り
ま
し
た
。
今
は
上
色
見
に
転
居
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
人
々
が
歩
い
て
の
往
来
の

時
代
は
過
ぎ
、
そ
の
手
前
に
道
路
が
走
り
、

往
時
を
偲
ぶ
事
は
出
来
ま
せ
ん
。

こ
の
地
よ
り
上
色
見
小
学
校
へ
通
学
さ
れ

て
い
た
、
二
人
の
少
女
が
い
ま
し
た
。

一
人
は
此
処
よ
り
「
河
原
」
へ
と
下
り

「
大
道
」
と
よ
ば
れ
る
地
。
そ
こ
に
は
ま
だ

老
夫
婦
が
住
ま
わ
れ
て
い
ま
す
。
休
む
こ
と

な
く
、
歩
い
て
一
時
間
強
誰
よ
り
も
早
く
通

学
さ
れ
て
い
た
昭
和
二
十
年
代
後
半
、
風
雪

に
耐
え
た
そ
の
姿
に
、
今
は
何
と
答
え
た
ら

い
い
の
で
し
ょ
う
。

大
道
を
過
ぎ
「
上
玉
来
」
の
縫
製
作
業
所

へ
さ
し
か
か
る
十
字
路
手
前
を
、
右
に
お
れ

暫
く
進
む
と
、
河
川
に
そ
っ
て
二
件
の
家
が

あ
り
ま
す
。
や
が
て
森
林
地
帯
を
ぬ
け
畑
地

が
見
え
て
く
る
頃
、「
大
畑
」
に
い
た
り
ま
す
。

上
玉
来
の
家
の
周
囲
に
は
、
一
面
に
高
冷
地

野
菜
が
植
え
ら
れ
て
お
り
、
標
高
八
百
メ
ー

ト
ル
に
達
し
よ
う
と
す
る
こ
の
地
の
特
性
が
、

活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

上
玉
来
の
地
名
は
、
大
分
県
「
玉
来
」
と

の
関
係
を
ぬ
き
に
し
て
は
語
れ
ま
せ
ん
。
竹

田
市
の
手
前
に
位
置
す
る
「
玉
来
」
か
ら
の

由
来
で
あ
り
ま
す
。
又
、
阿
蘇
家
の
古
文
書

に
出
て
く
る
「
か
み
た
ま
ら
う
」
は
「
ま
き

狩
り
」
と
の
関
連
か
ら
、
阿
蘇
家
と
の
関
係

を
見
出
す
事
が
で
き
ま
す
。

此
処
上
玉
来
に
は
、
古
代
よ
り
信
仰
厚
き

「
山
の
神
」
が
あ
り
ま
す
。

ム
ラ
か
ら
奥
地
へ
二
キ
ロ
、
約
一
ヘ
ク

タ
ー
ル
ほ
ど
の
生
い
茂
る
原
生
林
の
中
に
そ

の
山
の
神
は
い
ま
す
。
苔
む
し
た
石
灯
篭
そ

し
て
自
然
石
に
、
今
は
訪
れ
る
人
と
て
少
な

く
な
り
ま
し
た
が
、
以
前
は
相
当
な
賑
わ
い

が
あ
り
ま
し
た
。

手
付
か
ず
の
里
山
。
植
林
さ
れ
た
山
々
と

対
比
す
る
か
の
、
こ
う
も
自
然
林
に
残
る

恐
々
し
さ
を
感
じ
る
場
所
は
あ
り
ま
せ
ん
。

往
時
よ
り
山
の
民
に
と
っ
て
鳥
や
獣
、
植
物

の
芽
や
根
そ
し
て
薪
炭
と
言
っ
た
も
の
に

と
っ
て
、
そ
れ
ら
は
恩
恵
で
あ
っ
た
し
、
神

や
ど
る
と
信
じ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

う
ら
ら
か
な
昼
下
が
り
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
の
中
に
は
、
熟
し
た
な
す
び
が
顔
を
だ
し

て
い
ま
す
。
時
お
り
見
か
け
る
人
影
に
会
釈

を
し
な
が
ら
眺
め
る
こ
の
風
景
は
、
か
え
が

た
き
安
ら
ぎ
を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
す
。
そ

ん
な
上
玉
来
で
の
時
間
を
過
ご
し
河
原
へ
向

か
い
ま
す
。

ま
だ
道
路
改
修
が
終
え
て
な
い
か
の
、
上

玉
来
か
ら
河
原
へ
の
道
。
や
が
て
道
路
左
右

に
住
居
が
見
え
て
き
ま
す
。
そ
の
中
心
的
位

置
に
、
電
話
搭
が
建
ち
集
め
ら
れ
た
石
碑
・

仏
像
等
が
な
ら
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は

か
つ
て
此
処
が
豊
後
街
道
の
分
岐
点
で
あ
り
、

多
く
の
人
達
が
通
り
過
ぎ
た
証
で
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
地
点
よ
り
大
分
県
側
に
寄
り
、「
味

鳥
」
に
河
原
口
下
番
所
が
置
か
れ
て
い
ま
し

た
。
江
戸
時
代
豊
後
竹
田
藩
と
の
国
境
争
い

か
ら
そ
の
番
所
が
置
か
れ
ま
し
た
。

河
原
に
は
、
多
く
の
大
分
と
の
交
流
の
跡

が
残
っ
て
い
ま
す
。
享
保
十
九
年
（
一
七
三

四
）
肥
後
領
高
森
手
永
上
色
見
村
の
百
姓
一

六
〇
人
が
こ
の
地
を
通
り
逃
散
し
た
記
録
が
、

岡
藩
奉
行
所
に
あ
り
ま
す
。

昭
和
五
十
年
河
原
小
学
校
は
創
立
百
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。
記
念
誌
「
わ
が
母
校
」
の

祝
辞
に
、
当
時
の
大
分
県
荻
町
長
の
祝
辞
が

載
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
に
は
長
き
交
流
の

跡
が
偲
ば
れ
ま
す
。

▲河原にて
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忠敬の業績と人物像

郷土史研究会会員

二子石 三喜男
（草部出身 熊本市在住）

商売に工夫努力を重ねた忠敬は、婿に入った時より何十倍にも家業を発展させ、1794年（寛政６）49歳で家督
を息子の景敬に譲り隠居。名も勘解由と改め、江戸に出て当時幕府の天文方に採用されていた31歳の高橋至時の

か げ ゆ よし とき

弟子となった。
この若くて優秀な至時との運命的な出会いがその後忠敬の測量知識と技術を一段と高め、日本で最初の実測日
本地図を完成させることに繋がっている。この当時地球の大きさは外国ではおおよその数字で判明していたが、
残念ながら日本人ではまだ誰一人知るものはいなかった。忠敬は至時からこのことを知らされ、生来のとことん
物事に拘る性格に火がつき、以来寸暇を惜しんで日本人で最初に地球の大きさを明確な数字で表す人物になろう
と猛勉強に励んだと伝わっている。幕府はその権威の象徴の一つとして以前から天文方という役所を設け、暦を
作製するための多くの学者を雇っていたが、まだ誰も正確な地球の大きさを明らかにすることはできていなかっ
た。先月号にも書いたように、忠敬は物事を工夫研究して成果を上げることに常人には及びもつかない熱意を示
した人で、このことは家業を大きく発展させたことでも証明されているが、なんとしても地球の大きさを最初に
明らかにした日本人としてその名を残したいという目標を達成するため、50歳を過ぎていた隠居の身ながら情熱
を以て天文学や暦学の学習に打ち込んだという。元商人で隠居の身の忠敬には周囲の学者達と比べても特別な才
能があったようにはみえないが、一つの事に集中する力とそれをいつまでも持続する力は他の誰の追随を許さな
かったようです。
さらに、忠敬の測量への取組みには幕閣の中から当初反対もありその技量を疑問視されたこともあったことか
ら、忠敬は武家中心の社会にあって町人でも優れた仕事が出来ることを証明したいとの思いを心中深く保持し続
け、この信念を大偉業達成の大きな原動力ともしたのではないかと思います。
平均寿命が短かったこの時代に、50歳を過ぎてからこれだけの大偉業を成し遂げた忠敬とその功績は、現代社
会の人々から測量地図づくりといった地味な仕事ながらもっと高く評価されてもいいのではないかと考えますが、
町民の皆さんは如何思われますでしょうか。

第７回

忠敬が測量した
高森町内の道筋

※測量の道筋として確定
できていない所は点線
で示しています。

作図 元草部中学校教師 怒留湯 誓氏

次号につづく

前号のつづき
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▼見事優勝した南球チーム

９月25日、町民グラウンドで「平成24年度ナイター
ソフトボール大会」が開催されました。大会には、３
チームが出場し熱戦を繰り広げました。結果は次のと
おりです。優勝／南球、準優勝／旭球友、３位／ファ
イヤーマン、最優秀選手賞：岩下博幸さん（南球）、優
秀選手賞／馬原恵介さん（旭球友）

高森町ナイターソフトボール大会
南球チームが見事優勝

９月21日、上色見・前原地区でひめゆり会が清掃活
動と草刈り作業を行いました。これは毎年行われてい
るもので、草刈り鎌やほうきなどを手に作業を実施。
道路沿いに生い茂っていた草はきれいに刈り取られ
スッキリとした景観を取り戻しました。

上色見・前原地区
ひめゆり会が清掃活動をして道路をきれいに

▲ひめゆり会のみなさんおつかれさまでした

▼祝状は敬老会の場で手渡されました（村上ムツエさん）

町内で、お２人の方が満100歳を迎えられました。村上ムツエさんは大正２年１月18日生まれ、甲斐勝さんは
大正２年２月22日生まれです。お２人には、内閣総理大臣からの祝状と銀杯、また町からは祝状と祝金が贈られ
ました。これからも、健康で元気にお過ごしください。

平成24年度 百歳到達者祝状・銀杯伝達
村上ムツエさん（色見・小倉原）、甲斐勝さん（津留・永野）が満100歳

おめでとうございます

▼祝状は敬老会の場で代理のご家族の方へ渡さ
れました（甲斐勝さん）

祝
100歳
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▼高森警察署員によるにわかも行われました

10月11日、高森警察署で「地域安全運動出発式」が
開催され約140名の関係者が参加しました。式では、
万引き防止を題材にした「にわか」やギターの弾き語
りが披露されました。その後、高森署を出発し防犯パ
トロールを各地域ごとに実施しました。

平成24年全国地域安全運動出発式
地域の安全をみんなで守る

10月10日、高森総合センターで「第２回たのしく観
光立町実現に向けた講演会」が開催されました。講師
に長崎市出身、JTBコミュニケーションズの田中徹さ
んを招いて「高森町を楽しくするヒント」と題し講演
されました。田中さんは地域の合意を基本とした地域
デザイン、まちづくりを提唱。講演会の後、活発な意
見交換が行われました。

第２回たのしく観光立町実現に向けた講演会
「高森町を楽しくするヒント」と題し講演

▲参加者は田中さんの話に真剣に聞き入っていました

▼厳やかな雰囲気の中、勢子と獅子舞が舞を奉納しました

10月3日、「尾下菅原神社秋の大祭」が催され、唐う
ちわを持った勢子の子どもたちと雌雄２頭の獅子舞が、
神社と多々野原公園で勇壮に舞を奉納しました。尾下
菅原神社の獅子舞は県の重要無形文化財に指定されて
おり、地区住民が尾下の伝統行事として今日まで受け
継いでいます。子どもやお年寄りが集まり祭りを楽し
んでいました。

尾下菅原神社秋の大祭
受け継がれる伝統の舞

９月29日、高森総合センターで「第42回老人クラブ
演芸大会」が開催されました。これは町老人クラブ連
合会（佐藤徹会長）が会員相互の融和と親睦のため毎
年行っているもので、町内14の老人クラブが自慢の
歌声や華麗な踊りを披露。出演者たちの熱演に、会場
から大きな歓声と拍手が起こっていました。

第42回高森町老人クラブ演芸大会
歌や踊りで楽しい１日

▲各老人クラブが踊りや歌を熱演
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▼くまモン隊によるショーに子どもも大喜びでした

10月14日、立正福祉会高森寮で「ふれあいフェス
タ」が開催されました。これは、子どもからお年寄り
まで「障がいのある人も地域の人たちも一緒になって
楽しめる催し」として今年で23回目を迎えます。フ
リーマーケットや、商工青年部など町内外からの出店
もあり、地域のボランティアの輪で作られた「ふれあ
いフェスタ」は大にぎわいの一日となりました。

第23回ふれあいフェスタin高森寮
多彩なステージに歓声

９月25日に高森中央小学校5年生が稲刈りを行いま
した。春に田植えをした苗は、台風に倒れることなく、
頭が垂れるほどに実っていました。児童たちは自分た
ちで植えたもち米の成長に大喜び。黄金色の稲に囲ま
れながら、一束ずつていねいに刈り取っていました。

高森中央小学校5年生
春に植えたお米を収穫

▲児童たちは昔ながらの道具を使い収穫しました

▼写真左は尾下区民体育祭のようす、写真右上は草部南部地区体育祭のようす、写真右下は野尻北部区民体育祭のようす

町内の各地区でたくさんの体育行事が行われました。９月22日は「尾下区民体育祭」、10月７日は「草部南部
地区体育祭」と「野尻北部区民体育祭」、10月13日は「草部北部地区校友会体育祭」が開催されました。それぞ
れの地区住民、老人会や婦人会、消防団などが参加し、趣向を凝らした競技が行われました。綱引きなどの競技
では白熱する場面も多々あり、子どもからお年寄りまで大変盛り上がった様子でした。地区の融和と親睦をさら
に深めました。

地区の融和と親睦を深める
町内各地区で多くの体育行事を開催
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※入札（随意契約を含む）を行ったすべてを記載しています。（10万円以上）

請負代金契約相手工 期工事
（業務委託）名

入札日及び
契約日担当課番号

町発注工事と業務委託契約状況 （平成24年８月７日～10月14日）

1,911,000円
㈱ジャパンイン
ターナショナル
総合研究所

平成24年８月７日～
平成25年３月31日

高森町ハンドブック
作成委託料８月７日政策

推進課1

105,000円㈱三和不動産
鑑定所

平成24年8月23日～
平成24年9月30日

土地価格変動に伴う
時点修正鑑定業務委託８月23日税務課２

674,940円中萬屋平成24年８月30日～
平成24年９月28日

高森町役場庁舎
ブラインド取替工事８月29日総務課３

776,527円高倉塗装平成24年８月30日～
平成24年９月28日

高森町役場庁舎２階
内部塗装改修工事８月29日総務課４

908,250円牛嶋建築事務
所

平成24年9月６日～
平成24年9月28日

総合センター選管・
保健相談室仕切り工事９月5日総務課５

1,577,100円阿蘇森林組合平成24年9月12日～
平成24年10月11日高森峠環境整備事業９月６日政策

推進課６

1,270,500円阿蘇森林組合平成24年9月12日～
平成24年10月11日

城山貯水池
環境整備事業９月６日政策

推進課７

302,400円阿蘇森林組合平成24年9月12日～
平成24年10月11日

高森公園外２件環境
整備事業９月６日政策

推進課８

4,095,000円
メタウォー
ター㈱九州営
業部

平成24年９月10日～
平成25年２月20日

高森ポンプ場
城山２号送水ポンプ
電動弁修繕

９月６日建設課9

6,480,000円
東京センチュ
リーリース
株式会社

平成24年11月１日～
平成29年10月31日

総合行政システム
電算機器に係る
リース契約

９月13日政策
推進課10

29,137,500円熊本利水工業
㈱

平成24年９月27日～
平成24年12月25日

平成24年度
町営住宅須坂団地
ストック改善事業
浄化槽設置工事

９月21日建設課11

5,767,249円高倉塗装平成24年９月27日～
平成24年12月25日

町営住宅景観向上工
事（下町Ｂ団地）９月21日建設課12

8,389,500円㈲佐藤建設平成24年９月27日～
平成25年１月11日

社倉・水迫線道路
整備工事９月21日建設課13

220,500円㈱九州不動産
鑑定所

平成24年10月１日～
平成25年３月31日

固定資産管理
システム（GIS）運
用支援保守業務委託

10月１日税務課14

1,396,500円熊本利水工業
㈱

平成24年10月１日～
平成24年11月５日

高森温泉館
泉源ポンプ配電盤等
取替

10月１日政策
推進課15

504,000円㈲嶋田電設平成24年10月３日～
平成24年12月５日

高森温泉館
男女脱衣場
トイレ改修

10月３日政策
推進課16

249,900円九州テント
リース㈱

平成24年11月２日～
平成24年11月４日

第12回「すまいる
フェスタinたかも
り」開催に伴う展示
パネル借利上げ

10月３日住民
福祉課17

567,756円㈱ニッコク
九州支店

平成24年10月15日～
平成24年12月10日水道メーター器購入10月12日建設課18

2,520,000円
メタウォー
ター㈱九州営
業部

平成24年10月15日～
平成25年１月31日

高森町簡易水道
施設計装設備点検
整備委託

10月12日建設課19
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さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
と
な
っ
た

月
６
日

10

か
ら
８
日
ま
で
の
３
日
間
、
県
内
外
の
工
芸

家
な
ど
が
作
品
を
展
示
即
売
す
る
「
阿
蘇

ア
ー
ト
＆
ク
ラ
フ
ト
フ
ェ
ア
」
が
阿
蘇

フ
ォ
ー
ク
ス
ク
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
阿
蘇
フ
ォ
ー
ク
ス
ク
ー
ル
（
山

田
良
典
理
事
長
）
主
催
で
９
回
目
。
今
回
、

特
に
驚
か
れ
た
の
は
そ
の
集
客
数
で
、
約
６
、

０
０
０
人
が
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
目
的
に
町
を

訪
れ
ま
し
た
。

陶
磁
器
、
木
工
、
染
色
、
ガ
ラ
ス
、
革
、

布
、
竹
、
和
紙
、
石
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ

ン
ル
の
工
芸
家
が
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
か
な

作
品
を
教
室
や
廊
下
、
体
育
館
に
ず
ら
り
と

展
示
。
訪
れ
た
人
は
、
巧
み
な
手
仕
事
と
熱

意
か
ら
生
ま
れ
た
作
品
を
熱
心
に
見
入
っ
た

り
、
一
つ
一
つ
手
に
取
っ
た
り
、
作
り
手
と

の
会
話
を
楽
し
ん
だ
り
と
、
思
い
思
い
の
視

点
と
鑑
賞
方
法
で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
で
は
地
元
の
農
産
物
な
ど
の

販
売
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、
家
族
連
れ
や
カ
ッ

プ
ル
は
、
根
子
岳
の
ふ
も
と
で
ゆ
っ
く
り
と

し
た
時
間
を
過
ご
し
な
が
ら
、
高
森
の
秋
を

満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

第９回

阿蘇アート＆
クラフトフェア

6,000人の観光客が高森町を訪れる
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９月23日（日） 阿蘇地域土砂災害対策検討委員会（阿蘇地域振興局）
９月24日（月） 阿蘇郡社会福祉協議会監査、政策説明会（草部南部地区）
９月25日（火） 高知県梼原町長講演会
９月26日（水） 政策説明会（上色見地区）
９月27日（木） 金婚及びダイヤモンド婚表彰状伝達式（休暇村南阿蘇）
９月28日（金） 政策説明会（色見・上色見新興住宅地域）
９月29日（土） 少年剣道招待練成大会（高森中学校）、老人クラブ演芸大会
10月 １日（月） 防衛白書説明会
10月 ２日（火） 阿蘇郡身体障害者福祉協議会グラウンドゴルフ大会
10月 ３日（水） 尾下菅原神社秋季大祭、野尻地区畜霊祭（尾下多々野原公園）
10月 ５日（金） 浄化槽フォーラム（グリーンピア南阿蘇）
10月 ７日（日） 草部南部地区体育祭、野尻北部区民体育大会
10月 ８日（月） ASOたかもり健康ウォーキング大会
10月 ９日（火） 高森町議会第５回臨時会
10月11日（木） 平成24年地域安全運動出発式（高森警察署）
10月13日（土） 草部北部地区交友会体育祭
10月14日（日） 第23回ふれあいフェスタ（高森寮）
10月16日（火） 阿蘇南部グランドゴルフ交歓大会（休暇村南阿蘇）
10月21日（日） 第42普通科連隊創立50周年記念行事（北熊本駐屯地）、在熊阿蘇ふるさと

会定期総会

予算は１年間で２４万円です。（交際費の内の弔費分です。）

現在の残りの額は１６万円です。
お悔やみ

（平成24年度 ９月15日～10月17日）

備 考主な内容分 類金 額
香典代弔 費8,000円

（９月23日～10月21日）

●60回の公務・会議への参加の一部です。
●他、37回の準公務・政治活動への参加を行いました。

※交際費での支出は「公的な行事」のみです。
※「公的な行事」の後の２次会、その他の会費、経費は全て自己負担となっています。

交際費の予算は１年間で１００万円です。
現在の残りの額は５９万３,８００円です。

町長交際費
（平成24年度 ９月21日～10月14日）

備 考主な内容分 類金 額日 時
ホテル日航熊本参議院環境委員長講演会祝 費10,000円9月21日
尾下体育館尾下区民体育祭祝 費5,000円9月22日

フェアツーリズム韓国大会参加者への御礼祝 費5,000円9月28日
高森中学校体育館高森町少年剣道招待錬成大会祝 費5,000円9月29日
草部グラウンド草部南部地区体育祭祝 費5,000円10月 7日
河原体育館野尻北部区民体育大会祝 費5,000円10月 7日

ＪＡ野尻野菜集荷所自衛隊第八偵察隊山地行進訓練に伴う交流会祝 費10,000円10月11日
草部北部中跡グラウンド草部北部地区交友会体育祭祝 費5,000円10月13日

高森寮第23回「ふれあいフェスタ」祝 費5,000円10月14日
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■
お
問
い
合
わ
せ
先

-

阿
蘇
広
域
消
防
本
部
南
部
分
署

℡
６
２
９
０
３
４

■
お
問
い
合
わ
せ
先

-

高
森
警
察
署

℡
６
２
０
１
１
０

■
お
問
い
合
わ
せ
先

-
-

阿
蘇
税
務
署

℡
０
９
６
７
２
２
０
５
５
１

月

日
、
秋
晴
れ
の
南
外
輪
高
城
山
岩
場
に
、
突
如
と

10

11

し
て
紅
葉
が
出
現
し
ま
し
た
。

実
は
こ
の
日
、
県
内
の
消
防
本
部
か
ら
消
防
学
校
救
助
科

に
入
校
し
て
い
る
隊
員
約

名
の
山
岳
救
助
訓
練
が
繰
り
広

50

げ
ら
れ
ま
し
た
。
指
導
は
、
九
州
で
も
屈
指
の
山
岳
救
助
技

術
を
自
負
す
る
我
ら
阿
蘇
消
防
山
岳
救
助
隊
で
す
。

阿
蘇
山
系
で
は
、
高
岳
・
根
子
岳
を
は
じ
め
屹
立
す
る
岩

峰
を
攀
じ
る
登
山
者
、
紅
葉
や
野
草
、
大
自
然
の
景
観
を
求

め
散
策
す
る
ハ
イ
カ
ー
が
多
数
入
山
し
、
時
に
痛
ま
し
い
滑

落
や
道
迷
い
な
ど
の
遭
難
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
野
山
も
賑
わ
い

を
見
せ
る
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
７
月
の
九
州
北
部
豪
雨
で
登

山
路
が
崩
落
し
た
箇
所
も
多
数
あ
り
ま
す
の
で
、
充
分
な
注

意
が
必
要
で
す
。
併
せ
て
、
空
気
が
乾
燥
す
る
こ
の
時
季
で

す
。
山
で
の
火
の
取
扱
い
は
く
れ
ぐ
れ
も
注
意
し
、
安
全
で

楽
し
い
秋
の
山
を
満
喫
し
て
く
だ
さ
い
。

高
森
警
察
署
管
内
で
は
、
万
引
き
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

今
年
だ
け
で
、
９
人
も
の
男
女
が
検
挙
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
い
ず

れ
も

～

歳
代
の
高
齢
者
ば
か
り
で
す
。

60

80

関
係
者
は
「
犯
人
は
皆
、
分
別
が
あ
る
は
ず
の
年
配
者
ば
か
り
な
の

で
、
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

金
額
が
小
さ
い
場
合
や
品
数
が
少
な
く
て
も
、
被
害
店
舗
か
ら
通

報
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

【
最
近
の
検
挙
事
例
】

高
森
警
察
署
管
内
の
店
舗
で

・
８
月

薬
品
１
点
（
約
６
０
０
円
）

・
９
月

化
粧
品
１
点
（
約
６
０
０
円
）

を
万
引
き
す
る
事
件
が
発
生
し
、
検
挙
し
て
い
ま
す
。

・
株
や
社
債
等
各
種
権
利
取
引
名
目
（
も
う
け
話
）
で
だ
ま
す
手
口

被
害
者
方
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
送
り
つ
け
た
上
、
電
話
に
よ
り
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
会
社
の
株
式
等
を
売
り
込
み
、
後
で
買
い
取
る
等

言
葉
巧
み
に
購
入
を
勧
め
、
購
入
代
金
名
目
で
お
金
を
だ
ま
し
取
る

も
の
で
す
。

・「
以
前
の
被
害
（
損
失
）
を
取
り
返
す
こ
と
が
で
き
る
」
旨
持
ち
か

け
て
だ
ま
す
手
口

被
害
者
方
に
「
以
前
の
取
引
等
で
だ
ま
さ
れ
て
い
な
い
か
」「
そ
の

時
の
損
失
を
取
り
戻
せ
る
」
等
と
連
絡
を
入
れ
、
返
還
の
た
め
の
「
弁

護
士
料
、
手
数
料
」
等
の
名
目
で
お
金
を
だ
ま
し
取
る
も
の
で
す
。

月

日
か
ら

日
ま
で
は
「
税
を
考
え
る
週
間
」
で
す
。

11

11

17

「
税
を
考
え
る
週
間
」
は
、
国
民
生
活
に
深
い
か
か
わ
り

を
持
っ
て
い
る
税
に
つ
い
て
、
そ
の
意
義
（
必
要
性
）
及
び

役
割
（
使
途
）
を
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
こ
と
に
よ
り
、

国
民
の
皆
様
に
税
に
対
す
る
理
解
を
よ
り
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
に
設
け
て
い
ま
す
。

今
年
は
、「
税
の
役
割
と
税
務
署
の
仕
事
」
を
テ
ー
マ
と
し

て
、
適
正
・
公
平
な
課
税
及
び
徴
収
の
実
現
に
向
け
た
国
税

庁
の
取
組
や
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
、
様
々
な
機
会
を
通
じ

て
紹
介
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
国
税
庁
の
取
組
等
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
紹
介

し
て
い
る
ペ
ー
ジ
を
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内（「
税
の
役
割

と
税
務
署
の
仕
事
」
バ
ナ
ー
か
ら
リ
ン
ク
）
に
、
年
間
を
通

じ
て
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.nta.go.jp

（

）

万
引
き
防
止
に
つ
い
て

隊
員
約

名
が
山
岳
救
助
訓
練

50

ご
存
じ
で
す
か
「
税
を
考
え
る
週
間
」

最
近
は
こ
ん
な
手
口
の

詐
欺
が
増
加
し
て
い
ま
す
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月
３
日
に
開
催
さ
れ
た
「
す
ま
い
る
フ
ェ
ス
タ

た
か
も
り
」
で

が
つ

に
ち

か
い
さ
い

11

in

公
演
さ
れ
た
人
権
劇
。
高
森
中
央
小
学
校
と
高
森
中
学
校
、
高
森
高

こ
う
え
ん

じ
ん
け
ん
げ
き

た
か
も
り
ち
ゅ
う
お
う
し
ょ
う
が
っ
こ
う

た
か
も
り
ち
ゅ
う
が
っ
こ
う

た
か
も
り
こ
う

校
か
ら
な
る
メ
ン
バ
ー
が
、「
み
ー
ち
ゃ
ん
の
ラ
ン
ド
セ
ル
」
と
い
う

こ
う演

題
で
劇
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
劇
は
、
日
常
の
暮
ら
し
の
中
に
潜
ん

え
ん
だ
い

げ
き

お
こ
な

げ
き

に
ち
じ
ょ
う

く

な
か

ひ
そ

で
い
る
差
別
を
子
ど
も
た
ち
が
わ
か
り
や
す
く
演
じ
、
人
権
の
大
切
さ

さ

べ
つ

こ

え
ん

じ
ん
け
ん

た
い
せ
つ

を
考
え
る
劇
で
す
。

か
ん
が

げ
き

本
番
ま
で
の
期
間
が
あ
ま
り
な
く
、
子
ど
も
た
ち
は
短
期
間
な
が
ら

ほ
ん
ば
ん

き

か
ん

こ

た
ん

き

か
ん

一
生
懸
命
練
習
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
本
番
で
劇
が
始
ま
る
と
素
晴

い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
れ
ん
し
ゅ
う

と

く

ほ
ん
ば
ん

げ
き

は
じ

す

ば

ら
し
い
演
技
で
、
訪
れ
た
多
く
の
人
に
人
権
の
大
切
さ
を
考
え
る
よ
い

え
ん

ぎ

お
と
ず

お
お

ひ
と

じ
ん
け
ん

た
い
せ
つ

か
ん
が

機
会
に
な
り
ま
し
た
。

き

か
い

毎月、第４金曜日に高森総合センターにおいて、年金相

談を行っています。予約をされる方は直接、熊本東年金事

務所へご連絡をお願い致します。

住
民
福
祉
課

人
権
同
和
啓
発
係

じ
ゅ
う
み
ん
ふ
く

し

か

じ
ん
け
ん
ど
う

わ

け
い
は
つ
か
か
り

人
権
劇
「
み
ー
ち
ゃ
ん
の
ラ
ン
ド
セ
ル
」

じ
ん
け
ん
げ
き

ふ
れ
あ
い
子
ど
も
会
が
人
権
劇
を
熱
演

こ

か
い

じ
ん
け
ん
げ
き

ね
つ
え
ん

■お問い合わせ先 住民福祉課福祉係 ℡６２−１１１１（内線１３３）

国民年金だより

●予約受付先 熊本東年金事務所

●電話番号 ０９６－３６７－２５０３

※とびこみも受付けていますが、予約された方が優先となります

ので、お早めのご連絡をお願い致します。また、11月の第４金

曜日は祝日となりますので、次回の年金相談は11月30日（金）

になりますので、よろしくお願いします。

年年年年年年年年年年金金金金金金金金金金相相相相相相相相相相談談談談談談談談談談ににににににににににつつつつつつつつつついいいいいいいいいいててててててててててののののののののののおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知ららららららららららせせせせせせせせせせでででででででででで年金相談についてのお知らせですすすすすすすすすすす年金相談についてのお知らせで年金相談についてのお知らせですす

▲一生懸命劇の練習をする子どもたち
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熊
本
県
で
は
イ
ノ
シ
シ
及
び
ニ
ホ
ン
ジ
カ
が
増
え

す
ぎ
て
い
る
地
域
に
お
い
て
、
今
年
度
か
ら
イ
ノ
シ

シ
と
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
狩
猟
解
禁
日
が

月
１
日
へ
変

11

更
に
な
り
ま
し
た
。

狩
猟
者
の
皆
さ
ん
は
、
違
法
狩
猟
、
狩
猟
事
故
が

無
い
よ
う
、
銃
を
撃
つ
場
合
は
、
ね
ら
っ
た
対
象
が

獲
物
か
ど
う
か
、
発
射
の
方
向
は
安
全
か
ど
う
か
、

捕
獲
や
銃
猟
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
場
所
で
は
な
い
か

な
ど
、
よ
く
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
詳
し
い
こ
と
は
熊

本
県
阿
蘇
地
域
振
興
局
林
務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
阿
蘇
地
域
振
興
局

林
務
課

-
-

℡
０
９
６
７
２
２
１
１
１
７
（
直
通
）

今
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
こ
と
に
つ
い
て
、
こ
こ

『
熊
本
』
か
ら
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
日
時

月

日
（
木
）

11

15

午
後
１
時

分
～
午
後
４
時

分

30

30

○
場
所

県
庁
地
下
大
会
議
室

○
内
容

基
調
講
演
と
パ
ネ
リ
ス
ト
に
よ
る
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン

○
募
集
期
間

月
上
旬
～

月
９
日
（
金
）
ま
で

10

11

○
参
加
費

無
料
（
※
事
前
申
込
制
）

○
応
募
方
法

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
等
で
申
込

み
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
課

-
-

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
６
３
３
３
２
３
２
０

-
-

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
６
３
８
４
１
７
６
０

メ
ー
ルeneseisaku@

pref.kum
am
oto.lg.jp

『
熊
本
か
ら
、
み
ん
な
で
考
え
る

～
郷
土
、
文
化
的
資
産
、
世
界
』

○
日
時

月

日
（
金
・
祝
）

11

23

時

分
～

時
（
入
場
無
料
）

13

30

17

○
会
場

く
ま
も
と
森
都
心
プ
ラ
ザ

５
Ｆ
プ
ラ
ザ

ホ
ー
ル
（
熊
本
市
西
区
春
日
１
丁
目

番
１
号
）

14

○
内
容
「
み
ん
な
で
考
え
る
」を
テ
ー
マ
に
、
建
築

を
含
め
、
世
界
に
情
報
発
信
す
る
熊
本
の
さ
ま
ざ

ま
な
可
能
性
を
探
り
ま
す
。

○
プ
ロ
グ
ラ
ムH

um
ane
A
rchitecture

基
調
講
演
「

～
共
に
つ

く
る
こ
と
の
大
切
さ
」

ペ
ー
タ
ー
・
ヒ
ュ
ー
ブ
ナ
ー
（
ド
イ
ツ
の
建
築
家
）

鼎
談
（
て
い
だ
ん
）
「
蒲
島
知
事
が
、
小
山
薫
堂
、

伊
東
豊
雄
と
考
え
る
～
ク
マ
モ
ト
か
ら
の
可
能

性
」

※
詳
細
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。「
ア
ー
ト
ポ
リ
ス
」

検
索
！

■
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
建
築
課

-
-

℡
０
９
６
３
３
３
２
５
３
７

一
部
地
域
に
お
け
る
イ
ノ
シ
シ
、
ニ
ホ

ン
ジ
カ
の
狩
猟
解
禁
日
変
更
に
つ
い
て

国民健康保険税第７期の納期限は11月30日（金）です。／高森町役場 健康推進課

熊
本
県
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
計
画

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す

く
ま
も
と
ア
ー
ト
ポ
リ
ス

周
年
記
念
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

25
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熊
本
県
で
は
、
レ
ジ
袋
の
削
減
に
向
け
、

月
の

10

１
ヶ
月
間
「
マ
イ
バ
ッ
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施

し
ま
し
た
。
高
森
町
に
お
い
て
も
引
き
続
き
レ
ジ
袋

の
無
料
配
布
中
止
（
有
料
化
）
を
推
進
し
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
町
内
業
者
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
で

き
る
だ
け
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
ご

理
解
の
上
、
マ
イ
バ
ッ
グ
の
利
用
推
進
に
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
併
せ
て
お
願
い
し
ま
す
。

林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。

林
退
共
制
度
に
加
入
し
て
い
た
が
、
退
職
金
を
ま
だ

受
け
取
っ
て
い
な
い
方
を
探
し
て
い
ま
す
。

以
前
、
林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
が
、
ご
自
身
が

林
退
共
へ
加
入
し
て
い
た
か
分
か
ら
な
い
方
に
つ
い

て
も
お
調
べ
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
罹
災
さ
れ
た
共
済
契
約
者
及
び
被
共
済
者

の
皆
様
に
対
し
、
各
種
手
続
（
共
済
手
帳
の
紛
失
、

退
職
金
の
請
求
等
）
の
必
要
が
生
じ
た
場
合
は
で
き

う
る
限
り
の
範
囲
に
お
い
て
速
や
か
に
対
応
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
最
寄
の
支
部
又
は
本
部

へ
お
問
い
合
わ
せ
、
ご
相
談
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
案
内
し
て
お
り

ま
す
。

http://w
w
w
.rintaikyo.taisyokukin.go.jp/

■
お
問
い
合
わ
せ
先

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

-

〒
１
７
０
８
０
５
５

東
京
都
豊
島
区
東
池
袋

-
-

１

１

ニ
ッ
セ
イ
池
袋
ビ
ル

24-
-

℡
０
３
６
７
３
１
２
８
８
７

林
業
退
職
金
共
済
制
度
（
林
退
共
）

か
ら
の
お
知
ら
せ

重野新一郎さんが、「熊本県公立高等学校Ｐ
ＴＡ連合会表彰」を受賞されました。これは、
重野さんが２年間にわたり同会の副会長職を
務められ教育の振興に貢献をされた功績をた
たえ表彰されたものです。また、熊本県公立
高校ＰＴＡ連合会表彰を受賞、８月30日に
は熊本県教育委員会から社会教育功労表彰を
受賞されております。おめでとうございます。

全国ＰＴＡ連合会表彰
重野新一郎さん（高森・森）

９月27日と28日、大阪の高校生７名がファーム
ステイ（農家民泊）と農業体験をしました。これは
阿蘇グリーンストックが農業体験型修学旅行の受け
入れを行い、都市と農村の交流を図っている事業で
す。にんにくの植え付けやパン作りなど大自然の中
で様々な体験をして生徒たちは自然を肌で感じられ
る貴重な思い出作りができたようです。

阿蘇グリーンストック事業
大阪の高校生が農業体験型修学旅行

高
森
町

マ
イ
バ
ッ
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

▲にんにくの植え付けをする大阪の高校生たち
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Ｊ
Ｒ
豊
肥
本
線
肥
後
大
津
駅
と
阿
蘇
く
ま
も
と
空

港
を
結
ぶ
空
港
ラ
イ
ナ
ー
の
試
験
運
行
を
行
っ
て
い

ま
す
。

是
非
、
御
利
用
く
だ
さ
い
。

○
運
行
期
間

平
成

年
３
月

日
（
日
）
ま
で

25

31

○
運
行
区
間

阿
蘇
く
ま
も
と
空
港

→

Ｊ
Ｒ
肥

後
大
津
駅

○
運
賃

無
料

○
便
数

１
日

便
45

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
阿
蘇
く
ま
も
と
空
港
ラ
イ

ナ
ー
」

http://w
w
w
.oaso-ozu.com

/airline/

月

日
よ
り
時
刻
表
を
改
正
し
ま
す
。

10

28

御
利
用
の
際
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
時
刻
表
を
あ
ら

か
じ
め
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

空
港
ラ
イ
ナ
ー
の

時
刻
表
等
の
情
報
は
こ
ち
ら
か
ら
→

■
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
交
通
政
策
課

-
-

℡
０
９
６
３
３
３
２
１
６
７

○
裁
判
員
候
補
者
名
簿
が
で
き
る
ま
で

裁
判
員
候
補
者
名
簿
は
、
市
区
町
村
の
選
挙
管
理

委
員
会
が
選
挙
人
名
簿
か
ら
く
じ
で
無
作
為
抽
出
し

た
名
簿
を
基
に
、
全
国
の
地
方
裁
判
所
で
作
成
さ
れ

ま
す
。

平
成

年
分
の
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
人
数
は
、
全

25

国
で

万
９
２
０
０
人
で
す
（
有
権
者
全
体
に
占
め

25

る
割
合
は
、
約
４
０
２
人
に
１
人
）。

○
裁
判
員
候
補
者
名
簿
記
載
通
知
に
つ
い
て

平
成

年
の
裁
判
員
候
補
者
名
簿
に
登
録
さ
れ
た

25

方
に
は
、
本
年

月
中
旬
に
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
こ

11

と
の
通
知
（
名
簿
記
載
通
知
）
を
お
送
り
し
ま
す
。

こ
の
通
知
は
、
来
年
２
月
こ
ろ
か
ら
平
成

年
２
月

26

こ
ろ
ま
で
の
間
に
裁
判

所
に
お
越
し
い
た
だ
き
、

裁
判
員
に
選
ば
れ
る
可

能
性
が
あ
る
こ
と
を
事

前
に
お
伝
え
し
、
あ
ら

か
じ
め
心
づ
も
り
を
し

て
い
た
だ
く
た
め
の
も

の
で
す
。
こ
の
段
階
で

は
、
ま
だ
具
体
的
な
事
件
の
裁
判
員
候
補
者
に
選
ば

れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
す
ぐ
に
裁
判
所

に
お
越
し
い
た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
名
簿
記
載
通
知
と
併
せ
て
調
査
票
を
お
送

り
し
ま
す
。
こ
の
調
査
票
は
、
裁
判
員
候
補
者
の
方

の
事
情
を
早
期
に
把
握
し
、
調
査
票
の
ご
回
答
の
内

容
に
よ
り
、
１
年
を
通
じ
て
明
ら
か
に
辞
退
が
認
め

ら
れ
る
場
合
等
に
は
裁
判
所
に
お
越
し
い
た
だ
く
こ

と
の
な
い
よ
う
に
し
て
、
裁
判
員
候
補
者
の
方
々
の

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
お
送
り
す
る
も
の
で
す
の

で
、
お
尋
ね
す
る
項
目
に
当
て
は
ま
ら
な
い
方
は
、

返
送
し
て
い
た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

辞
退
の
申
し
出
が
で
き
る
時
期
や
期
間
等
に
何
ら

の
制
限
を
設
け
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

の
調
査
票
で
辞
退
を
申
し
出
な
か
っ
た
場
合
で
も
、

実
際
の
事
件
の
裁
判
員
候
補
者
に
選
ば
れ
た
際
に
お

送
り
す
る
質
問
票
で
辞
退
を
申
し
出
て
い
た
だ
く
こ

と
も
、
又
は
裁
判
の
当
日
（
選
任
手
続
時
）
に
辞
退

を
申
し
出
て
い
た
だ
く
こ
と
も
可
能
で
す
。

裁
判
員
制
度
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
地
方
裁
判
所
総
務
課

-
-

℡
０
９
６
２
４
１
８
９
２
１

空
港
ラ
イ
ナ
ー
好
評
運
行
中

裁
判
員
制
度

～
ま
も
な
く

名
簿
記
載
通
知
を
発
送
し
ま
す

▲阿蘇くまもと空港キャ
ラクター「あそらくん」
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（
財
）
日
本
遺
族
会
は
、「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰

霊
友
好
親
善
事
業
」
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

同
事
業
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
補
助
を
受
け
実
施

し
て
お
り
、
先
の
大
戦
で
父
等
を
亡
く
し
た
戦
役
者

の
遺
児
を
対
象
と
し
て
、
父
等
の
戦
没
し
た
旧
戦
域

を
訪
れ
、
慰
霊
追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、
同
地
域
の

住
民
と
友
好
親
善
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
費
用
は
、
参
加
費
と
し
て
９
万
円
で
す
。

お
申
込
は
、
お
住
ま
い
の
各
都
道
府
県
遺
族
会
へ
。

○
実
施
地
域

（
広
域
地
域
）
①
旧
満
州

②
旧
ソ
連

③
モ
ン

ゴ
ル
中
止
）
④
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

⑤
中
国

（
１
次
）
⑥
マ
リ
ア
ナ
諸
島

⑦
東
部
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
（
１
次
）
⑧
ボ
ル
ネ
オ
・
マ
レ
ー
半
島

⑨
ト
ラ
ッ
ク
諸
島

⑩
パ
ラ
オ
諸
島

⑪
ソ
ロ
モ

ン
諸
島

⑫
フ
ィ
リ
ピ
ン
（
１
次
）
⑬
ミ
ャ
ン

マ
ー
（
１
次
）
⑭
台
湾
・
バ
シ
ー
海
峡

⑮
ミ
ャ

ン
マ
ー
・
イ
ン
ド
（
２
次
）
⑯
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
（
２
次
）
⑰
フ
ィ
リ
ピ
ン
（
２
次
）
⑱
中
国

（
２
次
）

（
特
定
地
域
）
①
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

②
ビ
ス

マ
ー
ク
諸
島

③
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ギ
ル
バ
ー
ト
諸

島
■
お
問
い
合
わ
せ
先

（
財
）
日
本
遺
族
会
事
務
局

-
-

℡
０
３
３
２
６
１
５
５
２
１

お
申
込
は
、
お
住
ま
い
の

各
都
道
府
県
遺
族
会
へ

黄
信
号

夫
婦
喧
嘩
も
無
う
な
っ
た

恐
ろ
し
か

バ
ッ
グ
に
詰
め
て
拉
致
さ
る
る

恐
ろ
し
か

山
は
舐
め
て
は
な
ら
ん
ば
な

い
ら
っ
し
ゃ
い

水
と
出
で
湯
の
俺
ら
が
村

黄
信
号

膝
も
ガ
タ
ピ
シ
言
い
出
し
た

時
雨
る
る
里

雫
に
揺
れ
る
曼
珠
沙
華

し
ず
く

い
ら
っ
し
ゃ
い

リ
ュ
ッ
ク
の
孫
に
抱
き
つ
い
た

怠
け
者
ン

寝
返
り
位
打
ち
な
っ
せ

黄
信
号

チ
ャ
リ
ン
チ
ャ
リ
ン
と
泣
く
財
布

い
ら
っ
し
ゃ
い

心
身
共
に
癒
し
ま
す

恐
ろ
し
か

国
の
借
金
見
て
み
さ
い

肥
後
狂
句
（
阿
蘇
御
神
火
会
）

市
原

正
成

大
塚
ほ
た
る

岡
本

琴
司

桐
原

白
酔

後
藤

愛
子

後
藤

信
子

佐
藤
多
可
雄

箸
本
き
み
子

藤
本

無
心

松
山
キ
ヨ
子

渡
辺

雲
海

戦
没
者
遺
児
の
み
な
さ
ん
へ
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秋
冬
は
気
温
が
低
く
空
気
が
乾
燥
し
、

ウ
イ
ル
ス
が
活
動
し
や
す
い
環
境
に
な

り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
秋
冬
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
を
は
じ
め
と
す
る
集
団
感
染
を
引
き

起
こ
す
よ
う
な
感
染
症
の
流
行
シ
ー
ズ

ン
で
す
。

特
に
こ
れ
か
ら
の
季
節
で
流
行
が
予

測
さ
れ
る
感
染
症
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

こ
れ
ら
の
感
染
症
に
対
し
て
は
、
特

効
薬
は
な
い
た
め
予
防
が
非
常
に
重
要

で
す
。

感
染
症
の
多
く
は
ウ
イ
ル
ス
に
触
れ

た
手
を
介
し
て
の
感
染
や
、
咳
や
く

し
ゃ
み
な
ど
で
ば
ら
撒
か
れ
た
ウ
イ
ル

ス
を
吸
い
込
む
こ
と
で
拡
大
し
て
い
き

ま
す
。

そ
の
た
め
、
予
防
の
大
原
則
は
【
手

洗
い
・
う
が
い
】
で
す
。

食
事
前
や
外
出
後
な
ど
、
こ
ま
め
に

手
洗
い
・
う
が
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

手
洗
い
後
は
、
清
潔
な
タ
オ
ル
や

ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
で
し
っ
か
り
と
水
分

を
ふ
き
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
睡
眠
不
足
や
過
労
・
栄
養
不

足
は
免
疫
力
を
低
下
さ
せ
、
感
染
症
に

か
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
・
休
息
を
と

り
、
免
疫
力
を
高
め
る
よ
う
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手
洗洗洗洗洗洗洗洗洗洗洗洗洗洗洗洗洗洗洗洗洗洗
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
うううううううううううううううううううううう
がががががががががががががががががががががが
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

手
洗
い
・
う
が
い
ででででででででででででででででででででででで

感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感
染染染染染染染染染染染染染染染染染染染染染染
症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症
をををををををををををををををををををををを
予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予
防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防
しししししししししししししししししししししし
よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ
うううううううううううううううううううううう

感
染
症
を
予
防
し
よ
う
!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!

感染性胃腸炎
RSウイルスインフルエンザ疾患名

ロタウイルスノロウイルス

乳幼児
※特に6ヶ月～
2歳までの乳幼
児

乳幼児～
高齢者

乳幼児～
高齢者

※ただし、6ヶ
月未満の乳幼児
の場合重症化
（気管支炎・肺
炎）しやすい。

乳幼児～
高齢者

好発年齢

成人でも感染
することはあ
るが、大部分
は軽症である。
主な症状は嘔
吐、下痢、発
熱など。米の
とぎ汁様の白
色の下痢便が
特徴。

牡蠣など二枚
貝からの感染
のほかに、ヒ
トからヒトへ
感染を起こす。
主な症状は吐
き気・嘔吐・
下痢・腹痛な
ど。

2～3歳まで
にほとんどの
乳幼児が経験
すると言われ
ている呼吸器
系の感染症。
主な症状は
38℃ 以上の
発熱・咳・鼻
水など。

38℃ 以上の
高熱、全身の
だるさ、筋肉
痛など全身症
状が見られる。
高齢者では合
併症で肺炎を
起こしやすい。

主な特徴・症状

1月～4月11月～3月11月～1月11月～3月流行時期
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▼

月
は
さ
ま
ざ
ま
な
体

10
育
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
８
日
の
、「
健
康

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
」
で

は
た
く
さ
ん
の
方
が
爽
や

か
な
汗
を
流
し
、
高
森
の

秋
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

▼
乾
燥
す
る
冬
に
な
る
と

風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
か
か
り
や
す
く
な
り
ま

す
。
体
調
管
理
に
は
十
分

お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。

℡67-1777渡 邊 内 科11月11日

℡67-0019後 藤 医 院11月18日

℡68-0111阿 蘇 立 野 病 院11月23日

℡67-0020藤 本 医 院11月25日

℡62-0216平 田 医 院12月 2日

℡096-292-2250のむら内科クリニック12月 9日

◎診療は午前9時から午後5時まで
休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日在在在在在在在在在在宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅休日在宅医医医医医医医医医医医

御遺族年 齢死亡者住 所

工藤スエ子83工藤 連永野原・岩 神

藤 元喜85藤 千年色 見・西 丁

嶋田イツ子89嶋田 福美津 留・上 町

津留 明義93津留 明高 森・津 留

2012年９月受付分（敬称略）

猿11月11日～12月9日分

●

月

日（
木
）

11

15

役
場
支
払
日

●

月

日（
日
）

11

18

秋
の
味
ま
つ
り
高
森
田
楽
（
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
）

●

月

日（
火
）

11

20

大
腸
が
ん
内
視
鏡
検
査
（
高
森
総
合
セ
ン
タ
ー
）

●

月

日（
月
）

11

26

役
場
支
払
日

●

月

日（
金
）

11

30

年
金
相
談
（
高
森
総
合
セ
ン
タ
ー
）
／

時
～

時

10

15

●

月
１
日（
土
）～

日（
月
）

12

31

高
森
湧
水
ト
ン
ネ
ル
公
園
ク
リ
ス
マ
ス
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

（
高
森
湧
水
ト
ン
ネ
ル
公
園
）
／

時
～

10

●

月
５
日（
水
）

12役
場
支
払
日

●

月

日（
金
）

12

14

６
か
月
児
健
康
相
談
（
高
森
総
合
セ
ン
タ
ー
）
／
９
時
30

分
～

３
か
月
児
健
診
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
（
高
森
総
合
セ
ン

タ
ー
）
／

時

分

13

30

月

日

11

15
～

月

日

12

15

まちの人口
人口／７，１３０人（－15）
男性／３，３９３人（－ ９）
女性／３，７３７人（－ ６）
世帯／２，８４５戸（－ ８）

平成24年9月30日現在

●町社会福祉協議会へ（敬称略）

［香典返し］
嶋田イツ子 岡部 義武
宇藤 元喜
［一般寄付］
中根 孝男 戸髙 秋男

●広報送料寄付（敬称略）

岩下 昭和（熊本市東区）

愛の
ご寄付

お
く
や
み

も
う
し
あ

げ
ま
す

編
集
後
記
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